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気象庁によると，2015 年の世界の年平
均気温は，1891 年の統計開始から最高値
を更新した．それに対して，国連の気候
変動会議「COP21（国連気候変動枠組条
約第 21 回締約国会議）」では，温暖化防
止に向けた世界の新しい約束「パリ協定」
を昨年 12 月に合意し，世界の国々は連
携をとることを約束した．しかし，地球
は異次元の世界に入ったと認識すべきで
あろう．
厚生労働省が，「保健医療 2035」をま

とめた．2035 年は，団塊の世代が 85 歳
以上となり，少子化もさらに進み，人口
減と超高齢社会が一層進む，こちらも異
次元の世界である．どう対応するのか．
特に医療職では，職種間の重複・連携を
進める必要があり，介護・福祉も含めて
広い視野に立って実践できる人材の育成
が望まれる．先取りとして，医師しかで
きない医療行為の一部を看護師が担える
ようにするための特定行為に係る看護師
の研修制度が 2015 年 10 月から施行さ
れ，2020 年までに 10 万人の養成を目指
している．異次元の世界には，異次元の

発想で対応しなけれ
ばならないという強
い意思を感じたのは
私だけではないと思
う．
さて，今月の特集

は，「内部障害への
作業療法―リスク管
理に留意して」であ
る．内部障害のリハ
医療で，がん患者リ

ハ，呼吸器リハに続いて心大血管疾患リ
ハも，資格を得てだが，作業療法に診療
報酬がつくようになった．しかし，OT
にとって，内部障害は広くて深い，異次
元の世界である．結核患者に対する作業
療法を展開された先輩諸氏の言葉は書物
に残るのみである．命にかかわるところ
にOTが立ち，患者の生活を支えること
になった．心身の健康を取り戻す，作業
ニーズを実現する闘いが開始されたとい
える．
OT が内部障害全般に対してかかわる

ということは，「保健医療 2035」で目指
される人材群輩出の一手と思うと同時
に，そうならなければならないと思う．
本特集の執筆者は，透析患者，重度肺

炎患者，補助心臓をもつ患者の作業療法
を担っておられる．これから現場に立と
うとされる OT にとっては貴重な事例
報告や介入プラン，介入の考え方が得ら
れたのではないかと思う．今後，どうい
う技量をもち介入プランを描けばよいの
か，どう多職種と連携を図り，どういう
役割を担うのか，現場でかかわる方に
とっては，実践と勉強の日々であろうと
推測する．春は真近である．ご健闘を心
から願うものである．

（澤 俊二）

©
M

IW
A

-S
H

O
TE

N
 L

td
, 2

01
6

2026/09/13 15:01:05




